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大崎電気工業株式会社 
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仕 様 書  
  

１．名称  省エネ計測器    「エネドック」                
２．概要  

本装置は、店舗や事務所等の消費電力量を収集記録するものです。記録

したデータは、Ethernet 経由にてセンターサーバに通知され、遠隔監視

が出来ます。省エネ調査やマネージメント管理に貢献します。         

 
３．機器構成図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．製品構成  
 ４－１  省エネ計測器の設計と製作  １式  
 
 ４－２  機器 （１セット当たり）  

①  省エネ計測器 １台 

②  ＣＴセンサー（オプション） 

測定定格電流を指定して発注下さい。  
     ※  省エネ計測器本体とＣＴセンサーは別梱包になります。               

 
尚、下記項目は、製作範囲外です。  
・ケーブル関係 電圧測定用ケーブル，ＣＴセンサー延長ケーブル  

Ethernet ケーブル 

・据え付け設置工事及び設定作業  

分電盤

省エネ計測器

コンセント

店舗内

空調設備

単相３線

三相３線

Ethernet

CTｾﾝｻｰ

CTｾﾝｻｰ

照明設備
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５．機器仕様  
 ５－１  動力計測  

・相線式  三 相 ３ 線 

・定格電圧,電流 ＡＣ２２０Ｖ±１５％／  Ａ  （定格電流値を指定下さい） 

・測定点数 最大３点 

 

５－２ 電灯計測 

・相線式  単相３線 

・定格電圧,電流 ＡＣ１００Ｖ／２００Ｖ±１５％／  Ａ  

 （定格電流値を指定下さい） 

・測定点数 最大３点 

 

５－３  計量範囲 
回路  定格電圧  定格電流  定格固有電力  

  ６０Ａ   ０～２４ｋＷ  

 １２０Ａ   ０～４８ｋＷ  

 ３００Ａ   ０～１２０ｋＷ  

動力  ＡＣ２２０Ｖ  

 ６００Ａ   ０～２４０ｋＷ  

   ６０Ａ   ０～１２ｋＷ  

 １２０Ａ   ０～２４ｋＷ  

 ３００Ａ   ０～６０ｋＷ  

電灯  ＡＣ１００Ｖ／  

    ２００Ｖ  

 ６００Ａ   ０～１２０ｋＷ  

 

 ５－４ 許容限度（電力量に対して） 

・定格電流の ５％～１２０％  ±２％   （力率１の時） 

・定格電流の１０％～１２０％  ±２．５％ （力率０．５の時） 

但し、ＣＴの精度は、含みません。 

・周波数 ５０／６０±５Ｈｚの範囲内 

 

５－５ ＣＴセンサー（別途発注下さい） 

・構造   分割型クランプＣＴ（貫通型も製作可能です） 

・レンジ   ＡＣ６０Ａ，１２０Ａ，３００Ａ，６００Ａから指定 

・精度   出力  ±１％，位相差 ６０Ａ：±２°，それ以外：±１°  

 

 

 

 

 

 

 

・中継箱  樹脂ケース，スケーリング抵抗内蔵，モジュラコネクタ 

定格電流  ＣＴ形式  適用最大電線径  

  ６０Ａ   ＣＴＬ－１０ＣＬＳ    １０φ以下  

 １２０Ａ   ＣＴＬ－１６ＣＬＳ    １６φ以下  

  ３００Ａ   ＣＴＬ－２４ＣＬＳ    ２４φ以下  

 ６００Ａ   ＣＴＴ－３６ＣＬＳ    ３６φ以下  
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５－６ 計測周期   ５，１０，３０分間隔 （選択可能） 

 

５－７ 記録データ保持期間 最新の２週間以内 （５分周期の場合） 

 

５－８ 通信機能 

・ＬＡＮ規格  Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 

・プロトコル  ＴＣＰ／ＩＰ、ＨＴＴＰ                               

・ＩＰアドレス  ＤＨＣＰサーバにより設定、又は固定ＩＰアドレス   

・インターフェイス  １０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ  自動検知 

・コネクタ   ＲＪ－４５ （ＵＴＰケーブルは、付属されません） 

※  通信のタイミング及びフォーマット、手順については、別途通信仕様書に規

定するものとします。   

 

５－９ 時計機能   電源周波数同期式                               

クウォーツ時計内蔵により、停電時も計時（日差３秒） 

 

 ５－１０ 停電補償 

・設定データ  不揮発性メモリ 

・時計及び記録データ 電気二重層コンデンサ 

     補償時間 ３日  （満充電にて）  
 ５－１１  外観 

・  外形寸法  Ｗ：１３０，Ｄ：２０４，Ｈ：４４ 

・  重量   約５００ｇ 

・  ケース材質  難燃Ｖｏ  ＡＢＳ樹脂 クリーム色  
 

６ ． 一 般 仕 様  
６－１ 設置環境条件 本装置は、盤内設置とします。 

 
 ６－２  連続過負荷   定格電流値の１２０％（２時間）  
 
６－３  瞬時過負荷    定格電圧で定格電流の２倍 (１０秒間の過負荷を１０秒間隔

で１０回）  
 
  ６－３  使用温湿度範囲    ０～＋４０℃／３０～９０％ＲＨ （結露なきこと）  
 
  ６－４  消費電力     電圧測定側  ０．３ＶＡ以下  (各相共）  
                        電流測定側  １．５ＶＡ以下   (各相共）  
             電源側       ５ＶＡ以下  

尚 、 電 源 は 、 電 灯 電 圧 入 力 端 子 １ － Ｎ 間 よ り 供 給 し て い ま す 。 
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  ６－５  絶縁抵抗      
下記項目に対しＤＣ５００Ｖメガーにて１００ＭΩ以上  
・電気回路一括とアース端子間                                         

但し、ＣＴ入力コネクタは、実施しません。  
 
  ６－６  耐電圧           

下記項目に対しＡＣ２０００Ｖ  １分間耐えます。  
・電気回路一括とアース端子間                                         

但し、ＣＴ入力コネクタは、実施しません。  
 
  ６－７  雷インパルス   

電圧波形 1.2/50μ s 全波電圧 ±5kV 
・電気回路一括とアース端子間                                         

但し、ＣＴ入力コネクタは、実施しません。  
 
 ６－８  衝撃  

ＪＩＳＣ－０９１２の試験方法１による大きさ４９０ｍ／Ｓ２の衝撃を取付面

を含む互いに直角な３軸を選び、各正逆方向に各３回、合計１８回加えて試験  
 
 ６－９  振動  

ＪＩＳＣ－０９１１の４．２による振動数１６．７Ｈｚ，振動変位振幅ピーク

ピーク値４ｍｍの振動を、取付面を含む互いに直角な３軸方向にそれぞれ１時間，

合計３時間加えて試験する  
 

７．保証  
納入後一カ年以内に明らかに製造者の責任と認められる不具合については無償で

修理いたします。  
又、ここで言う保証とは、納入品単体の保証を意味し、納入品の故障により誘発さ

れる損害に対しては保証範囲外とします。  
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８．外観 

 ８－１ 省エネ計測器                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尚、※印のＲＳ－４８５，ＤＣ２～２０ｍＡとパルス入力端子は、実装されません。 
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端子台

ｲｰｻ RJ-45
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 ８－２  ＣＴセンサー  
  ①  ６０Ａ用  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ②  １２０Ａ用  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6/4芯ﾓｼﾞｭﾗｰ延長ｹｰﾌﾞﾙ

約2m 中継箱

30

1
8

2
5

内径10φ

クランプＣＴ

2
3

2
6

38.5

底面に ＫとＬの極性表示

ｹｰﾌﾞﾙ長 120mm

Ⅲ
側

Ⅰ
側

ｹｰﾌﾞﾙ長 1500mm

一次電線

1
3
.
5

電源側

ｹｰﾌﾞﾙ長 150mm

クランプＣＴ

2
9

44.5

1
8
.
5

3
1

30

6/4芯ﾓｼﾞｭﾗｰ延長ｹｰﾌﾞﾙ

約2m 中継箱
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1
8

2
5

底面に ＫとＬの極性表示

内径16φ

電源側

Ⅲ
側

Ⅰ
側
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  ③  ３００Ａ用  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ④  ６００Ａ用  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｹｰﾌﾞﾙ長 200mm

中継箱
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2
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6/4芯ﾓｼﾞｭﾗｰ延長ｹｰﾌﾞﾙ
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底面に ＫとＬの極性表示
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ｹｰﾌﾞﾙ長 200mm

中継箱
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1
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2
5

内径３６φ

クランプＣＴ

2
2

6/4芯ﾓｼﾞｭﾗｰ延長ｹｰﾌﾞﾙ

約2m

底面に ＫとＬの極性表示

Ⅲ
側

Ⅰ
側
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約２ｍ

６／４芯モジュラーケーブル

ｶﾒﾀﾞﾃﾞﾝｷ製 又は相当品

モジュラープラグ 金メッキ

MS6-4

１

１

ＲＪ１１ （6 position - 4 wire）

ストレート配線

RJ11 RJ11

１
２
３
４

１
２
３
４

モジュラープラグ

９．オプション品 別途準備が必要です。  
９－１  ＣＴ延長ケーブル  

本ケーブルは、ＣＴセンサーと省エネ計測器を接続します。最大４ｍ以内  
測定点１つに対し１本必要です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９ － ２  ＲＳ－２３２Ｃ通信専用ケーブル 長さ１ｍ  
本 ケ ー ブ ル は 、 省エネ計測器と設定用パソコンを接続するために必要です。 

本ケーブルを延長する場合には、市販の９ｐ ＲＳ－２３２Ｃストレート延長ケー

ブルを使用します。 

また、パソコンがＵＳＢの時は、ＲＳ－２３２Ｃ／ＵＳＢ変換ケーブルを使用し

ます。 

 

 

 

 

 

モ ジ ュ ラ コ ネ ク タ       ９ ｐ Ｄ サ ブ コ ネ ク タ  
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１０．ブロック図  
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１１．改訂記録  

 
 
 

改訂  日付  改訂者  改訂内容  
 2010/2/5 上田  初版  
  2010/3/11 上田  ・５－５項 精度 

  位相差 それ以外：±１°         追記  

・５－８項 通信機能 

  ※  記録データ････専用 ﾌﾟﾛﾄｺﾙとします。 

       ↓  

※  通信の開始ﾀｲﾐﾝｸﾞは、本装置に設定された 

  時刻で１日１回とします。       修正

・８－１項 外観 

  ﾒｲﾝ CPU 書き込みｺﾈｸﾀ           追加  
  2010/5/18 

 
 

野村  ・５－８項  プロトコルにＨＴＴＰ 追記 

              ＩＰアドレス説明修正 

              注釈修正  
・８－１項  製品名称ロゴ     追記  

  2010/6/16 
 
 

野村  ・名称 「エネドック」正式決定  
・２項    文章表現修正  
・４－２項     梱包に関する注釈追記  
・５－３項     精度の記述修正   5A±2°→ 60A±2°  
・６－３項     5A CT の場合の記述削除  
・６－５、６－６、６－７項  
   電圧入力端子一括と出力コネクタ端子一括間  の記述
を削除（出力コネクタがないため）  

  2010/08/05 野村  ・５－９項   電源周波数同期式時計を明記  
            停電時（内蔵時計使用時）の誤差追記  




